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D-2 フェリチン

《平成２４年１月２６日新規》

《令和元年８月２９日更新》

《令和２年９月８日更新》

《令和３年２月２６日更新》

○ 取扱い

原則として、鉄欠乏性貧血の疑い病名に対するＤ007 の 26 フェリチン
半定量又はフェリチン定量の算定は認められる。

○ 取扱いの根拠

フェリチンは肝、脾、小腸粘膜などに含まれる鉄蛋白質で血液中に微量

に存在し、体内貯蔵鉄の量を反映する。

鉄欠乏性貧血では、早期よりフェリチンが低下するためその診断に有用

である。


